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留寿都小学校卒業証書授与式
3月20日、留寿都小学校では13名の児童が卒業を迎えました。すがすがしい表情

の卒業生は、最後に在校生や保護者、先生方に向けて「卒業写真」の歌を贈りまし

た。

●平成26年度 村政執行方針・教育行政執行方針

2014

４



平成26年４月号 2

平

成

年
第
１
回
留
寿
都
村
議

26
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
村
政
執
行
の
基
本
的
な
考

え
方
を
申
し
上
げ
、
村
議
会
議

員
並
び
に
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

私
は
、
村
政
を
担
当
し
ま
し

て
か
ら
、
２
年
目
を
迎
え
ま
す

が
、
こ
の
１
年
間
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
内
外
と
も
に
様

々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
の
日
本
を
取
り
巻
く
国
際

情
勢
を
み
ま
す
と
、
近
隣
諸
国

と
の
間
で
、
領
有
権
を
巡
る
緊

張
が
一
段
と
高
ま
り
、
政
治
・

外
交
の
み
な
ら
ず
、
経
済
分
野

に
も
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
お

り
、
現
在
交
渉
中
の
環
太
平
洋

戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
に
つ
い
て
も
、
交
渉
が
長

期
化
の
様
相
を
呈
し
、
関
税
の

撤
廃
に
関
す
る
重
要
５
項
目
の

農
産
品
の
行
方
な
ど
、
気
の
抜

け
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
内
の
動
向
等
を
み

ま
す
と
、
安
倍
政
権
が
進
め
る

積
極
的
な
経
済
政
策
は
、
株
価

の
上
昇
や
企
業
収
益
の
改
善
な

ど
を
も
た
ら
し
、
国
内
外
か
ら

も
好
感
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら

れ
て
お
り
、
し
か
も
、
２
０
２

０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
開
催
の
決
定

は
、
景
況
感
を
一
層
色
濃
い
も

の
と
し
ま
し
た
が
、
一
方
に
お

い
て
、
原
油
を
始
め
と
す
る
円

安
に
よ
る
輸
入
価
格
の
上
昇
や
、

４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
は
、

物
価
の
値
上
が
り
等
、
消
費
者

の
生
活
不
安
を
招
く
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
こ
の
景
気
の
上
向
き

を
さ
ら
に
確
実
な
も
の
と
し
、

全
国
津
々
浦
々
ま
で
行
き
渡
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
地
域

振
興
策
の
強
力
な
推
進
が
必
要

と
考
え
て
お
り
、
地
方
の
立
場

か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
活
用

し
て
、
国
に
対
す
る
提
案
・
要

請
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

人
口
減
か
ら
見
る

留
寿
都
村
の
未
来
へ
の

推
進
力
は
何
か

さ

て
、
人
口
動
態
統
計
に
よ
る

と
、
日
本
の
人
口
は
、
平
成

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転

20じ
、
特
に
昨
年
は
、
過
去
最
高

の

万
４
千
人
の
減
少
数
を
記

24
録
し
ま
し
た
が
、
こ
の
傾
向
は

今
後
も
続
く
も
の
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
に
伴
う
本
格
的

な
人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
よ

り
、
地
方
の
過
疎
・
空
洞
化
は
、

加
速
度
的
に
進
み
、
限
界
集
落

の
増
加
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

崩
壊
の
危
機
に
直
面
す
る
な

ど
、
多
く
の
地
方
自
治
体
に
お

い
て
、
人
口
対
策
は
緊
急
の
政

策
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

本
村
も
こ
の
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え

て
、「
第
５
次
留
寿
都
村
総
合
計

画
」
に
基
づ
き
、
毎
年
度
策
定

す
る
「
実
施
計
画
」
を
基
本
に
、

人
口
対
策
を
優
先
課
題
に
位
置

づ
け
、
他
の
重
要
で
緊
急
度
の

高
い
施
策
と
調
整
を
図
り
つ

つ
、
行
政
全
般
の
継
続
性
と
調

和
の
取
れ
た
も
の
と
し
て
、
各

種
政
策
を
推
進
し
ま
す
。

留
寿
都
村
の
先
進
的
で
高
い

生
産
技
術
を
誇
る
農
業
と
、
国

際際
的
な
観
光
リ
ゾ
ー
ト
な
ど

際
的
な
観
光
リ
ゾ
ー
ト
な
ど
豊豊

か
な
地
域
資
源
は
、
定
住
促

か
な
地
域
資
源
は
、
定
住
促
進進

を
始
め
大
都
市
圏
と
の
交
流

を
始
め
大
都
市
圏
と
の
交
流
のの

拡
大
を
も
た
ら
す
大
き
な
財

拡
大
を
も
た
ら
す
大
き
な
財
産産

で
あ
り
ま
す

で
あ
り
ま
す
。。

私
は
、
こ
れ
ら
が
持
つ
潜
在

能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ

と
が
、
時
代
の
荒
波
を
乗
り
越

え
、
希
望
に
満
ち
た
留
寿
都
村

の
未
来
を
創
造
す
る「
推
進
力
」

と
な
る
こ
と
を
確
信
し
、
全
身

全
霊
で
取
り
組
む
決
意
で
あ
り

ま
す
。

こ

こ
で
、
平
成

年
度
の
村
政

26

運
営
に
臨
む
私
の
基
本
的
な

考
え
方
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。
最
初
に
、「
自
主
・
自
立
の

村
づ
く
り
」
で
あ
り
ま
す
。

地
域
と
の
信
頼
関
係
を

築
く

ま

ず
、「
地
域
担
当
職
員
制
度
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
留
寿
都
村
の
発
展
の

た
め
に
は
、
何
よ
り
も
、
役
場

職
員
が
地
域
の
実
情
を
良
く
知

り
、
地
域
と
の
信
頼
関
係
を
育

む
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
こ
の

４月に入り、新年度がスタートしました。

今月号では、３月の村議会で示された、平成26年度の村づくりの

基本的な方針である「村政執行方針」と、教育行政の基本的な方

針である「教育行政執行方針」をお伝えします。

留寿都村長 場谷 常八
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第
一
歩
と
し
て
、昨
年
７
月「
地

域
担
当
職
員
制
度
」を
創
設
し
、

集
落
単
位
に
地
域
担
当
職
員
を

配
置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、「
地
域
担
当
職
員
制

度
」
等
を
通
じ
て
出
さ
れ
た
要

望
事
項
を
、「
村
が
行
う
べ
き
も

の
」、「
国
や
道
に
要
望
す
べ
き

も
の
」
及
び
「
村
民
の
皆
さ
ん

が
自
ら
行
う
べ
き
も
の
」
に
振

り
分
け
、
村
が
行
う
べ
き
も
の

に
つ
い
て
は
、「
直
ち
に
実
施
す

る
も
の
」、「
次
年
度
予
算
措
置

に
よ
り
対
応
す
る
も
の
」
及
び

「
更
な
る
検
討
を
要
す
る
も

の
」
等
に
分
類
整
理
し
、
処
理

経
過
を
村
民
の
皆
さ
ん
に
お
示

し
す
る
な
ど
、
行
政
の
透
明
性

を
図
る
と
と
も
に
、
ス
ピ
ー
デ

ィ
な
対
応
に
努
め
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
も
引
き
続
き
、
そ
の

充
実
に
努
力
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
村
民
の
皆
さ
ん
の

ご
要
望
や
ご
相
談
に
耳
を
傾
け

る
と
と
も
に
、
村
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
提
案
等
を
拾
い
上

げ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
や

地
域
活
性
化
な
ど
、
新
た
な
政

策
の
展
開
に
つ
な
げ
る
よ
う
な

体
制
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

幅
広
い
視
野
を
備
え
た

職
員
育
成

次

に
、「
重
要
政
策
課
題
の
検
討

チ
ー
ム
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
度
は
、
庁
内
に
若
手
職

員
か
ら
な
る
、
童
謡
『
赤
い
靴
』

を
縁
と
す
る
「
横
浜
市
等
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
締
結
」、

「
高
齢
者
等
の
交
通
手
段
の
あ

り
方
」
及
び
「
起
業
家
支
援
」

の
３
つ
に
つ
い
て
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
上
げ
、
調
査

検
討
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、今
年
度
は
こ
の
う
ち
の「
高

齢
者
等
の
交
通
手
段
の
あ
り

方
」
及
び
「
起
業
家
支
援
」
に

つ
い
て
、
学
識
経
験
者
や
利
用

者
等
で
構
成
す
る
協
議
機
関
を

設
置
し
、
さ
ら
に
広
い
視
点
か

ら
検
討
し
、
制
度
化
に
向
け
た

取
組
を
進
め
ま
す
。

今
年
度
も
、
政
策
立
案
に
際

し
て
、
職
員
の
能
力
を
効
果
的

に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
広
い

視
野
を
備
え
た
資
質
の
高
い
職

員
の
育
成
を
目
指
し
、
引
き
続

き
、「
移
住
・
定
住
促
進
策
」、「
旧

三
ノ
原
小
学
校
の
活
用
」
及
び

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
な
ど
、
村

政
上
の
重
要
な
政
策
課
題
に
つ

い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
上
げ
、
調
査
検
討
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
日
常
の
電
話
応
対
や

挨
拶
な
ど
、
職
員
の
接
遇
マ
ナ

ー
の
向
上
や
効
率
的
な
仕
事
を

進
め
る
た
め
の
研
修
に
よ
り
、

村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
信
頼
を

高
め
る
と
と
も
に
、
組
織
全
体

の
資
質
向
上
に
努
め
る
ほ
か
、

北
海
道
と
の
人
事
交
流
な
ど
、

継
続
性
の
あ
る
研
修
機
会
を
確

保
す
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
の
あ
る

村
づ
く
り
を
目
指
し
て

第

２
は
、「
元
気
な
産
業
の
村
づ

く
り
」
で
あ
り
ま
す
。

最
初
に
、
農
業
・
農
村
の
活

性
化
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

留
寿
都
村
は
、
秀
峰
羊
蹄
山

や
洞
爺
湖
に
隣
接
し
、
大
消
費

都
市
の
札
幌
市
を
始
め
、
新
千

歳
空
港
や
北
海
道
新
幹
線
の
予

定
駅
に
も
近
い
な
ど
の
優
位
な

地
理
的
条
件
に
あ
り
、
さ
ら
に

は
、
道
内
屈
指
の
先
進
的
農
業

と
と
も
に
、
国
際
的
観
光
リ
ゾ

ー
ト
を
擁
す
る
な
ど
、
豊
か
な

地
域
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
農
業
・
農
村
は
、
非

常
に
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
て

お
り
ま
す
が
、
本
村
は
国
際
的

な
リ
ゾ
ー
ト
地
と
な
っ
て
お

り
、
四
季
を
通
じ
て
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
る
よ
う
、
農
業
と

観
光
の
連
携
を
一
層
強
め
る
と

と
も
に
、商
工
業
の
育
成
な
ど
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
地
域
経

済
の
振
興
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

本
村
が
出
資
し
て
い
る
「
一

般
社
団
法
人
ル
ス
ツ
産
業
振
興

公
社
」
が
、
地
域
経
済
・
産
業

の
振
興
の
中
心
的
な
役
割
を
果

た
す
た
め
に
、
昨
年
度
か
ら
配

置
し
て
い
る
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
」
を
増
員
し
、「
地
域
資

源
交
流
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
の
利

活
用
と「
農
林
水
産
物
直
売
所
」

の
販
売
促
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
「
道
の
駅
周

辺
施
設
」の
利
便
性
を
高
め
て
、

そ
の
機
能
が
充
分
発
揮
さ
れ
る

よ
う
、
商
店
街
を
含
め
た
現
状

調
査
を
始
め
、
利
用
者
、
出
店

者
、
従
業
者
等
に
対
す
る
意
向

調
査
な
ど
総
合
的
な
点
検
を
実

施
し
、
今
後
の
望
ま
し
い
あ
り

方
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
農

業
・
農
村
の
「
６
次
産
業
化

（
※
１
）」に
よ
る
雇
用
の
創
出

を
始
め
、
意
欲
の
あ
る
起
業
家

を
積
極
的
に
支
援
す
る
な
ど
、

活
力
と
賑
わ
い
の
あ
る
村
づ
く

に
ぎ

り
を
進
め
ま
す
。

農
業
を
守
る

次

に
、
農
林
業
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

本
村
農
業
の
高
い
生
産
性

は
、

体

の
確
立
と

の
活
用
な
ど
、

年
に
わ
た
り

実

し
て
き
た
「

づ
く
り
」

の

物
で
あ
り
、
今
後
も
本
村

た
ま

も
の

用語説明
※１ ６次産業化

第１次産業である農家などが農作物の生産だけにとどま

らず、それを原材料とした加工食品の製造・販売や観光

農園のような地域資源を生かしたサービスなど、第２次

産業や第３次産業まで行うこと。
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農
業
の
中
核
施
策
と
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

こ
の
た
め
、
緑
肥
作
物
（
※

２
）
の
導
入
及
び
堆
肥
の
購
入

に
対
す
る
助
成
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
や

生
産
組
合
等
の
意
向
な
ど
も
踏

ま
え
て
、
経
過
観
察
の
観
点
か

ら
「
土
壌
病
害
対
策
事
業
」
を

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

次
に
、
安
心
・
安
全
な
農
産

物
に
対
す
る
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
馬
鈴
し
ょ
、
野
菜
類
な
ど

特
産
物
の
生
産
振
興
対
策
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
農
業
者
が

主
体
と
な
っ
て
農
産
物
を
広
く

宣
伝
す
る
事
業
を
継
続
し
て
支

援
し
ま
す
。

ま
た
、
近
年
は
、
集
中
豪
雨

等
の
気
象
災
害
が
頻
発
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
農
地
の
保
全
、

崩
落
箇
所
を
整
備
す
る
「
農
地

等
災
害
防
止
対
策
事
業
」
並
び

に
、
国
・
道
の
採
択
基
準
に
満

た
な
い
「
小
規
模
土
地
改
良
事

業
」
を
継
続
し
、
生
産
基
盤
の

安
定
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る

農
業
被
害
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
農
業
者
の
自
主
的
な
防
除

対
策
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

村
と
猟
友
会
と
の
連
携
を
よ
り

一
層
深
め
、
駆
除
体
制
の
強
化

を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
、
直
接

駆
除
に
も
従
事
で
き
る
有
資
格

者
職
員
を
活
用
す
る
ほ
か
、
猟

銃
免
許
を
有
す
る
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
」
の
確
保
に
向
け

て
全
国
か
ら
募
集
を
行
い
、
体

制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

畜
産
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
適
正
な
放
牧
管
理
の
支
援
に

努
め
る
ほ
か
、
今
後
の
公
共
牧

場
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
近
隣

町
村
と
の
連
携
も
選
択
肢
に
含

め
、
畜
産
組
合
等
の
関
係
者
の

意
向
も
伺
い
な
が
ら
、
具
体
的

な
検
討
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
家
畜
の
疾
病
予
防

対
策
や
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
活
用

に
対
す
る
助
成
を
継
続
す
る
ほ

か
、
本
村
の
畜
肉
の
ブ
ラ
ン
ド

化
へ
の
取
組
や
売
り
込
み
な
ど

の
支
援
策
を
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、豊
か
な
森
林
資
源
は
、

環
境
保
全
の
公
益
機
能
を
持
つ

こ
と
か
ら
、
伐
採
跡
地
の
植
林

の
推
進
に
努
め
る
な
ど
、「
留
寿

都
村
森
林
整
備
計
画
」
に
基
づ

く
適
正
な
管
理
と
資
源
の
有
効

活
用
を
基
本
に
、
林
業
の
振
興

を
図
り
ま
す
。

観
光
客
増
と
起
業
家
支
援

に
よ
る
地
域
の
活
性
化

次

に
、
商
工
・
観
光
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

本
村
に
は
、
四
季
を
通
じ
て

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
、
国

際
的
な
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
が
形

成
さ
れ
、
地
域
経
済
の
発
展
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り

ま
す
。

観
光
に
つ
い
て
は
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
自
粛
ム
ー
ド

と
、
原
発
事
故
に
関
連
す
る
風

評
被
害
な
ど
か
ら
、
一
時
期
、

観
光
客
が
大
幅
に
減
少
し
ま
し

た
が
、
近
年
、
外
国
人
観
光
客

の
増
加
な
ど
、
着
実
な
回
復
が

実
感
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
近
年
は
、
団
体
型
か

ら
個
人
型
観
光
へ
、
そ
し
て
、

自
然
豊
か
な
地
域
で
、
健
康
、

文
化
、
人
と
人
と
の
交
流
を
楽

し
む
活
動
（
通
称
「
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
」）
へ
と
、
観
光
に

対
す
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
が
移
行

し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

本
村
の
農
業
と
「
食
」
に
関
連

す
る
豊
か
な
資
源
や
ル
ス
ツ
温

泉
な
ど
、
小
規
模
観
光
施
設
と

の
連
携
方
策
等
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
検
討
す
る
と
と
も
に
、

イ
ベ
ン
ト
誘
致
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
販
売
促
進
イ
ベ
ン
ト

や
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業
な
ど
、
様
々

な
機
会
を
捉
え
留
寿
都
村
を
広

く
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
観
光
Ｐ
Ｒ
動
画
を
制
作
し

活
用
す
る
ほ
か
、
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
企
業
立
地
促
進
法

及
び
過
疎
自
立
促
進
法
に
基
づ

く
事
業
に
対
し
、
引
き
続
き
固

定
資
産
税
の
課
税
免
除
措
置
を

講
ず
る
な
ど
、
村
内
の
企
業
の

育
成
及
び
新
規
企
業
の
誘
致
に

努
め
ま
す
。

ま
た
、
働
く
場
の
確
保
の
た

め
の
起
業
家
支
援
対
策
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
の
庁
内
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
の
検
討
結
果

を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
幅
広
い
視

点
か
ら
検
討
を
要
す
る
た
め
、

商
工
会
、
農
協
等
の
関
係
団
体

や
関
係
者
か
ら
な
る
協
議
機
関

を
設
け
、
制
度
の
確
立
を
図
る

と
と
も
に
、
商
工
業
の
育
成
・

振
興
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
中

▽ルスツリゾートと村営牧場を利用し、育てられている羊

用語説明
※２ 緑肥作物

収穫せずそのまま田畑にすきこみ、植物と土を一緒にして耕し、

後から栽培する作物の肥料にするために植えられる作物のこと。

※３ 空き家バンク

村内の貸家・アパートなどの入居状況が一覧となったもの。

△ 花いっぱい運動で、

協力して国道沿い花

壇の花植えを行う留

寿都高校生とボラン

ティアの方
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小
企
業
振
興
資
金
融
資
の
継
続

に
よ
る
経
営
の
安
定
化
を
図
る

こ
と
に
加
え
、
新
た
に
起
業
家

支
援
対
策
の
先
行
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
、「
経
営
革
新
等
支
援
事

業
」
を
創
設
し
、
村
内
で
の
新

規
創
業
者
及
び
既
存
事
業
者
の

積
極
的
な
事
業
展
開
に
対
し

て
、
施
設
の
取
得
・
改
修
な
ど

へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

住
環
境
の
充
実
を
図
る

第

３
は
、「
住
み
よ
い
環
境
の
村

づ
く
り
」
で
あ
り
ま
す
。
最

初
に
、
定
住
対
策
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

住
宅
政
策
は
、
定
住
対
策
の

基
盤
と
な
る
重
要
な
要
素
で
あ

り
、
特
に
、
老
朽
化
し
て
い
る

村
営
住
宅
の
建
替
え
や
改
修
な

ど
は
、
対
応
が
急
が
れ
る
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、「
住
生
活
基
本

法
」
に
基
づ
き
「
住
生
活
基
本

計
画
」
並
び
に
「
公
営
住
宅
等

長
寿
命
化
計
画
」
に
お
い
て
、

村
内
の
定
住
促
進
に
向
け
た
質

の
高
い
受
皿
や
、
各
分
野
と
連

携
し
た
住
環
境
づ
く
り
な
ど
の

方
向
性
を
定
め
た
こ
と
か
ら
、

本
村
の
地
域
環
境
を
踏
ま
え
た

施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
本
村
の
住
宅
政
策
の

中
核
と
な
る
村
営
住
宅
の
需
要

に
対
応
す
る
た
め
、
計
画
的
な

建
替
事
業
や
改
修
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
若
者
夫
婦
な
ど
勤

労
世
代
を
中
心
と
し
た
住
宅
ニ

ー
ズ
に
対
応
で
き
る
住
宅
用
地

の
造
成
・
分
譲
な
ど
も
、
定
住

促
進
に
有
効
な
施
策
で
あ
る
こ

と
か
ら
、本
年
度
に
お
い
て
、遊

休
村
有
地
の
活
用
に
よ
る
「
公

募
抽
選
売
払
事
業
」
を
実
施
す

る
ほ
か
、
老
朽
化
し
て
い
る
教

職
員
住
宅
等
の
更
新
に
つ
い
て

は
、
公
営
に
よ
る
整
備
手
法
だ

け
で
は
な
く
、
費
用
対
効
果
を

考
慮
の
上
、
民
間
資
金
の
活
用

等
も
併
せ
て
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
開
設
し
て
い
る
「
空
き
家
バ

ン
ク（
※
３
）」に
つ
い
て
は
、村

内
へ
の
移
住
希
望
者
の
よ
り
有

効
な
情
報
手
段
と
し
て
活
用
さ

れ
る
よ
う
、
内
容
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

さ
ら
に
、「
移
住
・
定
住
促
進

策
」
は
、
住
宅
政
策
分
野
だ
け

で
は
な
く
、
経
済
を
始
め
、
教

育
、
医
療
、
福
祉
な
ど
の
分
野

に
わ
た
り
、
密
接
な
関
連
性
を

持
つ
こ
と
か
ら
、
庁
内
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

て
、
総
合
的
な
視
点
か
ら
検
討

す
る
と
と
も
に
、
昨
年
度
加
盟

し
た
「
北
海
道
移
住
促
進
協
議

会
」
が
主
催
す
る
研
修
等
に
も

積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、
関

係
町
村
と
の
活
発
な
情
報
交
換

や
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

可
燃
ご
み
処
理
は

固
定
化
燃
料
方
式
へ

次

に
、
ご
み
処
理
対
策
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
み
処

理
に
つ
い
て
は
、
循
環
型
社
会

の
確
立
や
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
の
延
命
を
図
る
た
め
、
関

係
町
村
と
の
広
域
的
な
連
携
の

下
で
、
一
層
の
減
量
化
に
努
め

る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
。

可
燃
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て

は
、平
成

年
度
末
を
も
っ
て
、

26

倶
知
安
町
の
ご
み
焼
却
施
設
の

稼
動
を
終
え
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
焼
却
処
理
か
ら
固
形
化
燃

料
方
式
（
※
４
）
に
よ
る
処
理

に
移
行
す
べ
く
、
昨
年
度
、
足

掛
け
６
年
間
の
業
務
期
間
と
す

る「
可
燃
ご
み
処
理
業
務
委
託
」

を
締
結
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
度
は
、
平
成

年
３
月

27

か
ら
の
固
形
化
燃
料
方
式
に
よ

る
処
理
に
円
滑
に
移
行
で
き
る

よ
う
、
関
係
町
村
と
の
応
分
の

負
担
に
よ
っ
て
「
羊
蹄
山
麓
地

域
廃
棄
物
広
域
処
理
施
設
工
程

管
理
」
の
業
務
委
託
を
行
う
ほ

か
、
村
民
へ
の
周
知
を
図
る
た

め
の
広
報
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、「
真
狩
村
食
品
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
※
５
）」
の
運

営
方
針
が
頓
挫
し
た
後
の
生
ご

み
処
理
に
つ
い
て
は
、
住
民
生

活
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
安
定
し
た
処
理
方
法

を
確
定
す
べ
く
、
引
き
続
き
、

関
係
４
町
村
で
の
協
議
を
進
め

ま
す
。

安
全
で
暮
ら
し
や
す
い

村
づ
く
り

次

に
、
生
活
環
境
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

本
村
は
特
別
豪
雪
地
帯
（
※

６
）
で
あ
り
、
冬
期
間
の
除
排

雪
は
住
民
生
活
の
優
先
課
題
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
村
道
及
び
生

活
道
路
の
除
排
雪
を
徹
底
す
る

と
と
も
に
、
国
道
及
び
道
道
の

迅
速
な
除
排
雪
の
実
施
等
に
つ

い
て
、
国
及
び
道
に
対
し
て
、

随
時
、
要
請
を
行
い
ま
す
。

道
路
等
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
住
民
生
活
を
支
え
る
身
近

な
村
道
等
の
適
正
な
維
持
管
理

に
努
め
る
と
と
も
に
、
昨
年
度

の
実
施
設
計
に
基
づ
き
、「
北
町

地
区
村
道
新
設
工
事
」
を
行
う

ほ
か
、「
南
町
地
区
村
道
新
設
工

事
」
及
び
「
村
道
南
二
支
線
道

路
改
良
舗
装
工
事
」
の
実
施
設

計
を
行
い
、
住
民
生
活
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
近
年
連
続
し
て
発

用語説明
※４ 固形化燃料方式

分別収集した紙ごみ、プラスチックなどの可燃ごみを、固形の燃

料にし、工場などの燃料として有効活用すること。

※５ 真狩村食品リサイクルセンター

生ごみを堆肥化する処理を行う施設。

※６ 特別豪雪地帯

「豪雪地帯対策特別措置法」に基づき指定されている、積雪の度

が特に高く、かつ、積雪により長期間自動車の交通が途絶する等

により住民の生活に著しい支障が生じる地域のこと。
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生
し
た
、
国
道
２
３
０
号
（
中

山
峠
）
の
融
雪
災
害
を
契
機
と

し
て
、
沿
線
町
村
が
連
携
し
た

広
域
的
な
対
策
の
推
進
の
た
め

に
設
立
さ
れ
て
い
る
、「
国
道
２

３
０
号
道
路
整
備
促
進
期
成

会
」
の
活
動
に
積
極
的
に
参
画

す
る
ほ
か
、
国
道
や
道
道
の
線

形
改
良
、
市
街
地
の
除
排
雪
対

策
、
交
通
安
全
対
策
な
ど
の
充

実
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
、

強
く
要
請
し
ま
す
。

橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
は
、
道

路
の
安
全
確
保
と
と
も
に
、
よ

り
長
期
間
の
使
用
を
可
能
と
す

る
た
め
に
策
定
し
た
「
長
寿
命

化
修
繕
計
画
」
に
基
づ
き
、「
村

道
留
寿
都
向
丘
線
第
２
上
木
橋

橋
き
ょ
う

台
補
修
工
事
」
の
実
施
を
始

だ
い

め
、「
村
道
泉
川
旭
野
線
登
橋
床

し
ょ
う

版
補
修
工
事
」
の
実
施
設
計
を

ば
ん行

う
な
ど
、
計
画
的
な
改
修
を

実
施
し
ま
す
。

安
心
・
安
全
な

水
を
提
供

簡

易
水
道
に
つ
い
て
は
、
重
要

な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
日
常
生
活
に
不
安
が

生
じ
な
い
よ
う
に
、
良
質
な
水

源
で
あ
る
湧
水
及
び
河
川
表
流

水
の
確
保
及
び
施
設
の
維
持
管

理
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、昨
年
度
策
定
し
た「
簡

易
水
道
事
業
変
更
認
可
申
請
」

に
基
づ
き
、
本
年
度
は
「
泉
川

膜
ろ
過
浄
水
場
建
設
工
事
」
の

実
施
設
計
を
行
い
、
将
来
に
向

け
て
簡
易
水
道
事
業
の
安
全
で

安
定
し
た
供
給
体
制
の
整
備
を

図
る
と
と
も
に
、
健
全
な
事
業

運
営
を
目
指
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
公
共
下
水
道
及
び

農
業
集
落
排
水
施
設
を
活
用
し

た
水
洗
化
を
促
進
す
る
た
め
、

未
利
用
者
に
対
す
る
啓
発
を
行

い
、
水
洗
化
率
の
向
上
に
努
め

る
ほ
か
、
施
設
の
計
画
的
な
維

持
管
理
を
図
り
ま
す
。

本

村
の
公
園
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
は
、
村
内
外
の
住
民
を
問

わ
ず
、
健
康
増
進
、
憩
い
、
交

流
の
場
の
機
能
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
よ
り
多
く
の
人
々

に
親
し
ま
れ
る
施
設
を
目
指

し
、
引
き
続
き
適
正
な
維
持
管

理
に
努
め
ま
す
。

ま

た
、
本
村
で
は
、
北
海
道
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
契
機

と
し
て
、
環
境
美
化
を
推
進
す

る
た
め
、
住
民
参
加
に
よ
る
国

道
沿
い
の
花
壇
整
備
が
継
続
的

に
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
も
住
民
参
加
を
活
動

の
基
本
と
し
て
、
緑
化
、
花
植

え
等
に
対
す
る
事
業
が
定
着
す

る
よ
う
、
住
民
活
動
の
一
層
の

支
援
に
努
め
、
留
寿
都
村
の
美

し
い
景
観
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

災
害
に
強
い
村
づ
く
り

を
目
指
す

次

に
、
生
活
の
安
全
と
安
心
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、
多
発
傾
向
に
あ
る
災

害
等
の
発
生
に
際
し
て
、
迅
速

で
適
正
な
対
応
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
か
ら
、「
留
寿
都
村
防
災

計
画
」
を
改
定
し
、
防
災
対
策

の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
こ

の
業
務
と
併
行
し
て
、
災
害
時

の
職
員
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
の
ほ
か
、
週
休
日
等
に
緊
急

性
を
要
す
る
事
案
が
生
じ
た
場

合
の
庁
内
体
制
を
整
備
す
る
な

ど
、
危
機
管
理
体
制
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

ま
た
、
本
村
で
は
、
防
災
情

報
と
行
政
情
報
を
周
知
す
る
た

め
の
防
災
広
報
無
線
設
備
を
整

備
し
て
お
り
、
昨
年
度
は
こ
れ

と
併
せ
て
、
外
出
時
な
ど
屋
外

で
も
放
送
内
容
を
把
握
で
き
る

よ
う
、「
ル
ス
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

メ
ー
ル
」
を
導
入
し
た
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
こ
れ
ら
の
周
知

と
普
及
に
努
め
、
情
報
提
供
の

充
実
強
化
と
迅
速
化
を
図
り
ま

す
。さ

ら
に
、
福
島
第
一
原
発
事

故
を
契
機
と
し
て
、
原
子
力
防

災
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
、
本
村

を
含
む
後
志
管
内

市
町
村
、

16

北
海
道
及
び
北
海
道
電
力
株
式

会
社
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
、

「
泊
発
電
所
の
周
辺
の
安
全
確

認
等
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ

き
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の
下

で
、
安
全
対
策
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
。

消
防
機
能
に
つ
い
て
は
、
羊

蹄
山
ろ
く
消
防
組
合
本
部
と
の

連
携
の
下
で
、
消
防
業
務
の
一

層
の
効
率
化
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
留
寿
都
支
署
の
老
朽
化

し
た
消
防
資
器
材
等
の
適
切
な

維
持
修
繕
を
図
り
、
消
防
力
の

充
実
強
化
に
努
め
ま
す
。

暮
ら
し
の
安
全
を
守
る

交

通
安
全
に
つ
い
て
は
、
道
内

屈
指
の
交
通
量
を
有
す
る
国

道
２
３
０
号
が
市
街
地
を
通
過

す
る
環
境
の
下
で
、
関
係
団
体

一
丸
と
な
っ
た
取
組
に
よ
り
、

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
２
，
５
０
０

日
を
達
成
し
た
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
、
関
係
機
関
と
の
連
携

の
下
、
啓
発
活
動
の
強
化
を
図

る
な
ど
、
交
通
事
故
防
止
に
努

め
ま
す
。

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
悪

質
巧
妙
化
す
る
犯
罪
被
害
を
防

止
す
る
た
め
、
関
係
団
体
と
連

携
し
た
啓
発
活
動
を
進
め
る
ほ

か
、
近
年
多
発
し
て
い
る
消
費

△左

国道を走る車に交通

安全を呼び掛ける旗

の波作戦

△右

歳末の防犯を呼び掛

ける、防犯協会と火

災予防協会による歳

末巡視
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者
被
害
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
対

応
す
る
た
め
、
本
村
を
含
む
近

隣
７
町
村
に
よ
る
共
同
設
置

の
、「
よ
う
て
い
地
域
消
費
生
活

相
談
窓
口
」
を
よ
り
一
層
活
用

し
、
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
が

守
ら
れ
る
よ
う
、
消
費
者
行
政

に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
方
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村

第

４
は
、「
心
あ
た
た
ま
る
福
祉

の
村
づ
く
り
」
で
あ
り
ま
す
。

最
初
に
、
社
会
福
祉
・
地
域
福

祉
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の

進
行
に
よ
り
、
ひ
と
り
暮
ら
し

世
帯
、
高
齢
者
夫
婦
世
帯
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動

を
支
援
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
、
さ
ら
に
は
、
障
が
い
の
あ

る
方
も
含
め
、
村
民
の
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

地
域
相
談
支
援
事
業
の
実
施

に
よ
っ
て
、
社
会
参
加
、
社
会

復
帰
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成
や
医

療
、
補
装
具
、
日
常
生
活
用
具

の
給
付
等
事
業
を
継
続
し
、
障

が
い
の
あ
る
方
の
自
立
へ
の
支

援
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
羊
蹄
山
ろ
く
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
に
よ
り
、
引

き
続
き
、
障
が
い
の
あ
る
お
子

さ
ん
へ
の
通
所
支
援
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
主
催
す
る「
ふ
れ
あ
い
広
場
」

な
ど
様
々
な
機
会
を
活
用
し

て
、
地
域
と
の
交
流
促
進
や
社

会
参
加
を
広
く
働
き
か
け
、
福

祉
の
心
が
通
い
合
う
地
域
社
会

を
目
指
し
ま
す
。

「
銀
河
の
杜
」と
連
携
し
、

も
り

高
齢
者
の
生
活
環
境
の

充
実
を
目
指
す

次

に
、
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
銀

河
荘
」
の
譲
渡
、
民
営
化
に
よ

り
、
平
成

年
４
月
、
社
会
福

26

祉
法
人
渓
仁
会
が
運
営
す
る
、

個
室

床
を
有
す
る
地
域
密
着

29

型
介
護
老
人
福
祉
施
設
「
る
す

つ
銀
河
の
杜
」
が
開
設
さ
れ
ま

も
り

す
。こ

の
こ
と
に
伴
い
、
現
在
、

村
が
設
置
す
る
老
人
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
高
齢
者
生
活

支
援
ハ
ウ
ス
は
、「
る
す
つ
銀
河

の
杜
」
の
併
設
施
設
と
な
る
こ

も
り

と
か
ら
、
こ
れ
ら
が
本
村
の
地

域
に
根
ざ
し
た
高
齢
者
福
祉
の

中
核
施
設
と
な
る
よ
う
、
一
体

的
で
効
率
的
な
運
営
方
法
等
に

つ
い
て
、
社
会
福
祉
法
人
渓
仁

会
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
在
宅
福
祉

事
業
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
へ
の
委
託
に
よ
り
、
継

続
し
て
軽
度
生
活
援
助
事
業

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
）、

給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
及
び
除
雪

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
す
る
ほ

か
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
機
能
を
活
用
し
て
、
訪
問
活

動
を
充
実
さ
せ
、
サ
ー
ビ
ス
の

相
談
、
利
用
の
調
整
を
図
り
ま

す
。さ

ら
に
、
休
止
と
な
る
留
寿

都
村
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
に
代
わ
っ
て
、
在
宅
高
齢
者

の
現
状
把
握
や
多
様
化
す
る
介

護
・
福
祉
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
、
社
会
福
祉
法
人
渓
仁

会
が
開
設
す
る
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
の
準
備
経
費
に
つ
い
て

助
成
を
行
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
元
気
な
高
齢
者

の
健
康
寿
命
が
延
び
る
よ
う

に
、
生
き
甲
斐
対
策
や
、
老
人

が

い

ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
の
支
援
に
努

め
る
と
と
も
に
、
新
た
に
「
地

域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」

を
設
置
し
、
高
齢
者
の
日
常
の

生
活
活
動
を
支
え
る
交
通
手
段

の
確
保
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

（
仮
称
）
る
す
つ
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
の
着
工

次

に
、
子
育
て
支
援
・
児
童
福

祉
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。全

国
的
に
少
子
化
が
進
ん
で

い
る
状
況
の
下
で
、
本
村
に
お

い
て
は
、
現
在
、
保
育
所
の
入

所
児
童
数
も
比
較
的
安
定
し
て

お
り
ま
す
が
、
課
題
と
な
っ
て

い
る
保
育
所
の
老
朽
化
や
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
専
用
施
設
の

確
保
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

昨
年
度
実
施
し
た
、
保
育
所
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
及
び
小
型
児
童

館
の
機
能
を
有
す
る
「（
仮
称
）

る
す
つ
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
の

建
設
に
係
る
実
施
設
計
に
基
づ

き
、
本
年
度
は
、
平
成

年
５

27

月
の
供
用
開
始
に
向
け
て
、
建

物
本
体
の
建
設
工
事
に
着
手
し

ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
実
施
し
た
、

子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
ニ

ー
ズ
調
査
結
果
な
ど
を
基
に
、

平
成

年
度
の
子
ど
も
・
子
育

27

て
支
援
法
の
全
面
施
行
に
向
け

て
「
留
寿
都
村
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」を
策
定
し
、

子
育
て
環
境
の
整
備
方
策
の
検

討
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
核
家
族
化
や
共
働

き
世
帯
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

子
育
て
支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ

が
多
様
化
し
て
お
り
、
安
心
し

△毎年７月に社会福祉

協議会と留寿都高等

学校共同で開催され

る「るすつふれあい

広場」で、出店やシ

ルバーオリンピック

を楽しむ人たち。
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て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
の
た
め
、
本
年
度
か
ら
、
乳

幼
児
等
に
対
す
る
医
療
給
付
事

業
の
対
象
者
を
中
学
生
ま
で
引

き
上
げ
る
と
と
も
に
、
保
育
所

及
び
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
ほ

か
、
保
育
所
に
入
所
し
て
い
な

い
児
童
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

と
す
る
「
遊
び
の
広
場
」
を
継

続
し
て
実
施
し
、
子
育
て
世
帯

へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

妊
婦
支
援
の
拡
充

次

に
、
保
健
・
医
療
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。
健
康
で
生

き
甲
斐
の
あ
る
暮
ら
し
は
、
村

が

い

民
共
通
の
願
い
で
あ
り
、「
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
こ
と

へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
基

本
に
、
各
年
代
に
応
じ
た
、
き

め
細
か
な
保
健
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

ま
ず
、
母
親
が
安
心
し
て
出

産
・
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、

妊
婦
一
般
健
康
診
査
の
際
に
実

施
す
る
超
音
波
検
査
の
公
費
負

担
を
、
現
行
の
６
回
か
ら
国
が

推
奨
す
る

回
に
拡
大
す
る
と

11

と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携

の
下
で
、
乳
幼
児
教
育
、
思
春

期
教
育
等
の
充
実
を
図
る
ほ

か
、
相
談
体
制
や
交
流
活
動
の

促
進
に
努
め
ま
す
。

次
に
、
定
期
的
な
各
種
健
診

の
受
診
が
、
成
人
の
健
康
づ
く

り
の
基
本
と
な
る
こ
と
か
ら
、

様
々
な
機
会
を
通
じ
て
、
受
診

率
を
高
め
る
た
め
の
啓
発
活
動

や
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
の
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

は
、
対
象
者
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
予
防
接
種
費
用
の
助

成
等
を
継
続
し
、
接
種
率
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

留
寿
都
診
療
所
は
、
住
民
に

身
近
な
医
療
機
関
で
あ
り
、
診

療
所
医
師
と
の
緊
密
な
連
携
の

下
で
、
設
備
・
機
器
類
を
計
画

的
に
整
備
し
、
安
心
で
き
る
医

療
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

な
お
、
二
次
医
療
機
関
と
し

て
の
役
割
を
担
う
、
倶
知
安
厚

生
病
院
に
つ
い
て
は
、
経
営
環

境
の
悪
化
か
ら
、
救
急
医
療
体

制
の
確
保
や
診
療
機
能
の
維
持

な
ど
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
関
係
町
村
と

連
携
し
て
財
政
支
援
を
行
っ
て

き
て
お
り
ま
す
が
、引
き
続
き
、

経
営
改
善
策
も
含
め
、
広
域
医

療
の
あ
り
方
や
支
援
方
法
等
に

つ
い
て
、
協
議
を
進
め
ま
す
。

社
会
で
活
躍
で
き
る

人
づ
く
り

第

５
は
、「
生
涯
学
習
の
村
づ
く

り
」
で
あ
り
ま
す
。
本
村
の

豊
か
な
未
来
を
創
っ
て
い
く
の

は
、
村
民
で
あ
り
ま
す
。

家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が

相
互
に
連
携
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
有
す
る
役
割
や
機
能
を
活
性

化
さ
せ
、
国
際
化
社
会
に
通
用

す
る
「
人
づ
く
り
」
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
教
育
施

策
は
、
教
育
委
員
会
か
ら
「
教

育
行
政
執
行
方
針
」
と
し
て
、

具
体
的
に
示
さ
れ
ま
す
の
で
、

私
の
立
場
か
ら
、
教
育
委
員
会

と
の
連
携
の
下
で
推
進
す
る
、

主
要
な
事
項
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

児
童
生
徒
の
健
全
な
成
長
や

食
育
の
面
か
ら
、
学
校
給
食
は

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
老
朽
化
し
た
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
改
築
に
向
け

て
、
本
年
度
、
基
本
設
計
に
着

手
し
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め

ま
す
。

ま
た
、
入
寮
生
徒
の
生
活
の

場
で
あ
る
留
寿
都
高
等
学
校
寄

宿
舎
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し

て
い
る
屋
根
及
び
外
壁
の
改
修

や
暖
房
機
器
の
更
新
を
行
う
ほ

か
、
老
朽
化
が
著
し
い
留
寿
都

高
等
学
校
機
械
実
習
室
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
を
改
築
し
、
良
好

な
教
育
環
境
の
維
持
確
保
に
努

め
ま
す
。

さ
ら
に
、
村
民
誰
も
が
健
康

で
快
適
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め

る
よ
う
、
引
き
続
き
、
社
会
体

育
関
連
施
設
の
適
正
な
維
持
管

理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
村
民

水
泳
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
２

年
目
の
年
次
計
画
と
し
て
、
必

要
な
改
修
工
事
を
進
め
ま
す
。

留
寿
都
村
の
持
続
的

発
展
に
全
力
を
尽
く
す

以

上
、
平
成

年
度
の
村
政
執

26

行
に
臨
み
、
そ
の
所
信
と
基

本
方
針
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
の
地
方
自
治
体
を
取
り

ま
く
環
境
は
、
国
家
財
政
の
逼ひ

っ

迫
に
よ
る
地
方
交
付
税
等
へ
の

ぱ
くし

わ
寄
せ
な
ど
、
先
行
き
が
不

透
明
で
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

私
は
、
留
寿
都
村
の
持
続
的

発
展
の
た
め
、
先
人
が
育
ん
で

き
た
地
域
の
絆
を
糧
と
し
て
、

一
人
ひ
と
り
が
豊
か
さ
と
幸
福

を
実
感
で
き
る
政
策
の
実
現
に

全
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま

す
。留

寿
都
村
議
会
議
員
並
び
に

村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
、
村
政
執
行
方
針
と
い
た
し

ま
す
。

△左 るすつ保育所運動会の様子

▽下 離乳食教室で初めての離乳食を口にした赤ちゃん
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平

成

年
第
１
回
留
寿
都
村
議

26
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
教
育
行
政
執
行
に
つ
き
ま

し
て
、
留
寿
都
村
教
育
委
員
会

の
基
本
方
針
を
申
し
述
べ
、
村

議
会
議
員
各
位
並
び
に
村
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま

す
。国

内
で
は
、
少
子
高
齢
化
の

進
行
、
雇
用
問
題
か
ら
の
生
活

の
不
安
や
情
報
社
会
の
モ
ラ
ル

の
低
下
な
ど
大
き
く
社
会
が
変

化
し
て
お
り
、
教
育
を
取
り
巻

く
環
境
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、

教
育
委
員
会
制
度
の
見
直
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
、
道

徳
の
教
科
化
や
い
じ
め
防
止
対

策
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
留
寿
都
村
教

育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
や

責
務
を
自
覚
の
う
え
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
教
育
行
政
の

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、村
民
一
人
ひ
と
り
が
、

自
ら
を
高
め
る
主
体
的
な
学
習

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
生
涯
を
通
し
て
心
身
と

も
に
た
く
ま
し
く
健
康
で
充
実

し
た
人
生
を
切
り
拓
い
て
い
け

る
よ
う
、
生
涯
学
習
の
環
境
整

備
を
図
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
活
き
る

い

力
を

第

一
に
学
校
教
育
で
あ
り
ま

す
。

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
知

識
基
盤
社
会
及
び
生
涯
学
習
社

会
を
生
き
抜
き
、
時
代
に
即
し

た
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
、
幅
広
い
知
識
や
教
養
を
身

に
つ
け
、豊
か
な
情
操
を
養
い
、

健
や
か
な
身
体
を
つ
く
る
な
ど

「
活
き
る
力
」
を
身
に
つ
け
る

い

こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
認
識
の
も
と
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
を

深
め
た
教
育
行
政
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
村
で
は
、
平
成
26

年
度
の
全
国
学
力
調
査
を
全
国

平
均
以
上
に
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
目
標
は
、
単
に
平
均
点
を

上
げ
る
こ
と
で
は
な
く
、児
童
・

生
徒
一
人
ひ
と
り
に
必
要
な
学

力
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
と
考
え
、
確
か
な
学
力

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

小
・
中
・
高

特
色
あ
る
教
育
課
程

一

点
目
は
教
育
課
程
の
編
成
･

実
施
･
評
価
で
あ
り
ま
す
。

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、

子
ど
も
た
ち
が
変
化
の
激
し
い

社
会
に
お
い
て
自
立
し
活
き
て

い

い
く
た
め
に
は
、
基
礎
的
な
知

識
･
技
能
を
活
用
で
き
る
力
を

育
む
こ
と
が
生
涯
学
習
の
基
礎

を
培
う
上
で
重
要
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
各
学
校
に
お
い

て
、
基
礎
学
力
を
身
に
付
け
る

学
力
の
向
上
の
取
り
組
み
を
推

進
し
、
さ
ら
に
、
特
色
あ
る
教

育
課
程
の
編
成
･
実
施
並
び
に

実
践
評
価
を
重
視
す
る
な
ど
学

校
教
育
の
振
興
と
充
実
に
努
め

ま
す
。

留
寿
都
小
学
校
で
は
、
子
ど

も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た

き
め
細
か
い
指
導
を
も
と
に
、

学
力
や
体
力
の
向
上
を
図
り
、

心
身
と
も
に
健
全
な
る
育
成
に

努
め
、
さ
ら
に
、
信
頼
さ
れ
る

学
校
づ
く
り
を
目
指
し
た
教
育

活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て

い
る
学
習
支
援
員
の
配
置
な
ど

を
通
し
た
確
か
な
学
力
の
育
成

に
加
え
、
村
内
外
の
人
材
や
施

設
を
活
用
し
た
体
験
・
問
題
解

決
型
学
習
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
・
防
災
教
育
の
充
実
。
主
体

的
に
学
ぶ
力
を
育
む
た
め
の
調

査
や
提
言
を
す
る
機
会
の
提
供

な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、

本
な
ど
に
よ
り

時代のニーズに即した

教育行政の推進

教育長 森 雅志
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留
寿
都
村
を
知
り
、
好
き
に
な

る
こ
と
で
、
郷
土
の
将
来
を
主

体
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

「
ふ
る
さ
と
教
育
」を
進
め
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル（
※
１
）

の
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

教
員
の
研
修
に
重
点
を
置
く
と

同
時
に
、
留
寿
都
小
学
校
の
特

色
あ
る
教
育
活
動
を
国
内
外
に

発
信
・
受
信
し
、
大
き
な
視
野

を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
育
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

留
寿
都
中
学
校
で
は
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
学
び
、
自

ら
考
え
、
主
体
的
に
物
事
を
解

決
す
る
力
を
育
て
る
た
め
の
教

育
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
を

図
る
た
め
に
、
学
習
支
援
員
の

配
置
や
特
別
支
援
学
校
と
の
連

携
に
よ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
事
業
の
推
進
を
行
う
と

と
も
に
、
よ
り
幅
の
広
い
特
別

支
援
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

総
合
的
な
学
習
で
は
、
国
際

理
解
教
育
を
活
動
の
主
軸
に
据

え
て
ま
い
り
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
機
器

の
積
極
的
な
活
用
や
国
際
交
流

の
図
り
方
等
に
つ
い
て
の
大
学

や
先
進
校
な
ど
と
の
連
携
を
通

し
て
、
英
語
圏
の
中
学
校
相
当

学
校
と
の
交
流
、
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
、
英
語
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

行
い
、
国
際
的
な
視
野
を
持
つ

生
徒
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

健
康
・
安
全
に
関
す
る
指
導

で
は
、
薬
物
乱
用
防
止
教
室
、

性
に
関
す
る
学
習
教
室
、
情
報

モ
ラ
ル
に
関
す
る
学
習
、
火
災

や
地
震
想
定
の
避
難
訓
練
な
ど

を
通
し
て
、
生
徒
が
自
ら
判
断

す
る
こ
と
が
で
き
る
力
を
育
て

て
ま
い
り
ま
す
。

留
寿
都
高
等
学
校
で
は
、
学

び
の
成
果
を
活
用
で
き
る
生
徒

の
育
成
、
地
域
社
会
に
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り
を
基
本
に
、
村

内
外
へ
の
情
報
発
信
の
取
り
組

み
を
進
め
、
農
業
福
祉
科
の
特

色
を
生
か
し
た
生
徒
の
活
き
る

い

力
を
育
む
農
業
福
祉
教
育
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
村
の
基
幹
産
業
を
支
え
る

担
い
手
と
し
て
、
農
業
に
関
す

る
知
識
と
技
術
を
習
得
さ
せ
、

農
業
及
び
関
連
産
業
に
貢
献
で

き
る
人
材
育
成
、
さ
ら
に
、
北

海
道
内
の
公
立
高
校
で
は
３
校

し
か
な
い
、
介
護
福
祉
士
養
成

校
と
し
て
高
齢
化
社
会
で
地
域

に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
の
企
業
や
施
設
と
の
連

携
を
深
め
る
と
と
も
に
、
北
翔

大
学
及
び
北
翔
大
学
短
期
大
学

部
と
の
高
大
連
携
協
定
に
基
づ

き
、大
学
か
ら
の
講
師
の
派
遣
、

大
学
施
設
を
利
用
し
て
の
学
習

機
会
の
提
供
や
大
学
生
と
生
徒

と
の
交
流
を
通
じ
、
農
業
福
祉

教
育
の
質
の
向
上
と
充
実
を
図

り
ま
す
。

豊
か
な
人
間
性
を
育
て

る
道
徳
教
育
の
充
実

二

点
目
は
道
徳
教
育
の
充
実
で

あ
り
ま
す
。

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
交

流
や
職
場
体
験
な
ど
、
地
域
社

会
と
の
効
果
的
な
連
携
を
深
め

る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
体

験
に
基
づ
い
た
道
徳
の
時
間
の

充
実
を
図
り
、
基
本
的
な
生
活

習
慣
の
確
立
、
規
範
意
識
の
醸

成
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
や
生

命
の
尊
重
の
再
確
認
な
ど
、
道

徳
性
を
育
む
教
育
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

い
じ
め
防
止
対
策
に
つ
い
て

は
、
未
然
防
止
、
早
期
発
見
・

早
期
解
消
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
す
。
平
成

年
度
に
施

25

行
さ
れ
た
「
い
じ
め
防
止
対
策

推
進
法
」
に
基
づ
き
、
い
じ
め

防
止
に
関
す
る
基
本
方
針
な
ど

の
策
定
に
よ
り
、
責
務
の
明
確

化
や
い
じ
め
防
止
対
策
の
効
果

的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
思
い
や
り
の
心
や
命

を
大
切
に
す
る
心
を
育
む
と
と

も
に
、
集
団
宿
泊
活
動
を
通
し

て
、
社
会
性
や
豊
か
な
人
間
性

を
育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
に
開
か
れ
た
学
校

三

点
目
は
地
域
に
支
え
ら
れ
る

学
校
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。

人
は
地
域
に
育
て
ら
れ
、
地

域
を
創
っ
て
行
き
ま
す
。
保
護

者
や
子
ど
も
に
と
っ
て
「
信
頼

さ
れ
る
学
校
」
地
域
住
民
に
と

っ
て
「
開
か
れ
た
学
校
」
づ
く

り
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
授
業
の
公
開
な
ど
学
校
が

外
部
へ
の
説
明
と
発
信
を
積
極

的
に
取
り
組
み
、
地
域
に
支
え

ら
れ
、
責
任
を
持
っ
て
教
育
が

で
き
る
よ
う
、
学
校
評
価
や
学

校
評
議
員
制
度
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

特
別
支
援
教
育

△留寿都高等学校の農場

で育てた枝豆を収穫す

る小学生と高校生。

用語説明
※１ ユネスコスクール

ユネスコ（国連教育科学文化機関)は教育・科学・文化を通

じてその理念を達成するための国際連合の機関で、この理

念を実践している学校と認められた学校をユネスコスクー

ルといいます。留寿都小学校は平成24年に加盟しました。

▽ふれあい広場で笑顔で販売する留寿都高校生。



四

点
目
は
特
別
支
援
教
育
の
充

実
で
あ
り
ま
す
。

学
校
に
お
け
る
支
援
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
の
実
態
は
、
よ

り
多
様
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
適
切
な
教
育
を
行

い
、
自
立
や
社
会
性
を
育
み
、

心
豊
か
に
、
た
く
ま
し
く
育
つ

よ
う
学
習
支
援
員
の
配
置
な

ど
、
体
制
を
整
備
し
、
教
育
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
個
々
の
実
態
に
対
応

す
る
よ
う
特
別
支
援
学
級
に
関

わ
る
教
材
教
具
の
整
備
な
ど
、

教
室
環
境
の
整
備
に
も
一
層
力

を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
就
学
指
導
委
員
会

に
お
け
る
児
童
･
生
徒
へ
の
適

切
か
つ
効
率
的
な
就
学
指
導
に

加
え
、
特
別
支
援
連
携
協
議
会

に
お
い
て
、
関
係
機
関
や
専
門

機
関
と
連
携
し
、
実
態
把
握
の

う
え
学
習
支
援
に
関
す
る
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

健
や
か
な
学
校
生
活
を

五

点
目
は
健
康
、
安
全
・
安
心

教
育
の
推
進
で
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健
康
の
保
持

や
増
進
・
体
力
の
向
上
を
図
る

た
め
、
体
育
活
動
を
奨
励
し
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、

学
校
に
お
け
る
危
機
管
理
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
確
認
な
ど
学
校
内
外

に
お
け
る
指
導
管
理
体
制
を
充

実
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
交
通
安
全
対
策
を

含
め
て
安
全
指
導
と
心
の
健

康
、
薬
物
乱
用
防
止
な
ど
に
関

す
る
教
育
の
推
進
に
加
え
、
不

審
者
情
報
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
た
ち
や
保
護
者
等
へ
の
速
や

か
な
情
報
提
供
に
よ
り
緊
急
事

態
の
未
然
防
止
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

正
し
い
食
育

六

点
目
は
食
育
の
推
進
で
あ
り

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
正
し
い
食
習

慣
を
身
に
付
け
る
よ
う
栄
養
教

諭
を
中
核
と
し
た
食
に
関
す
る

正
し
い
知
識
と
健
全
な
食
生
活

を
実
践
す
る
た
め
の
指
導
な
ど

食
育
活
動
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
学
校
給
食
は
、
衛
生

管
理
と
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
へ
の

対
応
に
充
分
配
慮
し
、
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
に
加
え
て
、
地
元
食

材
の
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
小
中
学
校
の
授
業

日
数
に
応
じ
た
給
食
数
を
確
保

の
う
え
、
安
全
・
安
心
な
給
食

の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
職
員
の
資
質
向
上
を

支
援

七

点
目
は
教
職
員
の
資
質
の
向

上
で
あ
り
ま
す
。

学
校
教
育
の
成
否
は
、
教
員

一
人
ひ
と
り
の
資
質
能
力
に
負

う
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
外
部
指
導
者
の
積
極
的
な

活
用
に
よ
る
校
内
研
修
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
自
己
研
鑽

じ

こ

け
ん

さ
ん

の
た
め
の
各
種
研
修
事
業
へ
の

積
極
的
な
参
加
を
支
援
し
、
教

職
員
の
資
質
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
教
育
研
究
会
、
各
種

教
育
団
体
な
ど
の
研
修
活
動
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な

人
材
育
成

八

点
目
は
、
国
際
理
解
教
育
の

推
進
で
あ
り
ま
す
。

国
際
社
会
で
主
体
的
に
行
動

が
で
き
る
人
材
の
育
成
を
図
る

た
め
、学
校
へ
の
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国

語
指
導
助
手
）の
配
置
、留
学
生

の
受
け
入
れ
や
総
合
的
な
学
習

の
時
間
を
活
用
し
た
国
際
理
解

教
育
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備
に
よ

る
子
ど
も
の
能
力
向
上

九

点
目
は
教
育
環
境
の
整
備
で

あ
り
ま
す
。

学
校
教
育
を
円
滑
に
効
率
よ

く
推
進
す
る
た
め
、
教
育
機
器

や
実
物
投
影
機
（
※
２
）
を
始

め
と
す
る
教
材
備
品
な
ど
の
計

画
的
な
整
備
に
努
め
る
と
と
も

に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器
な
ど

を
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
が
様

々
な
情
報
を
主
体
的
に
選
択

し
、
学
習
活
動
に
お
い
て
適
切

か
つ
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
能
力
の
育
成
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

改
築
に
向
け
て

△小学生陸上記録会の１

年生男子ソフトボール

投げ。

用語説明
※２ 実物投影機

教科書や資料，立体作品などを拡大して映し出

すことができる装置のこと。

△東京外国語大学からの留学生と一緒に給食

を食べながら、たくさん質問をする小学生。
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十

点
目
は
教
育
関
係
施
設
の
整

備
で
あ
り
ま
す
。

教
育
関
係
施
設
は
、
児
童
・

生
徒
の
安
全
性
の
確
保
を
第
一

に
考
え
、
日
常
か
ら
点
検
・
整

備
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
留
寿
都
高
等
学
校
の

寄
宿
舎
の
老
朽
化
に
伴
う
屋
根

及
び
外
壁
の
改
修
や
暖
房
機
器

の
更
新
を
行
い
ま
す
。
老
朽
化

が
著
し
い
農
業
機
械
実
習
室
の

改
築
を
行
い
農
業
実
習
な
ど
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
教
職
員
住
宅
の
環

境
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
昭
和

年
建
築
に
よ
り

46

年
が
経
過
し
建
物
及
び
設
備

42に
お
い
て
老
朽
化
が
著
し
い
こ

と
か
ら
平
成

年
度
は
、
基
本

26

計
画
に
着
手
し
平
成

年
度
改

28

築
に
向
け
て
計
画
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
涯
学
習
の
推
進

第

二
に
社
会
教
育
の
推
進
で
あ

り
ま
す
。

社
会
教
育
の
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
村
民
一
人
ひ
と
り
が
自

ら
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

力
を
養
う
こ
と
が
重
要
な
課
題

で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、住
民
の
主
体
的
、

実
践
的
な
学
習
意
欲
を
喚
起

し
、
村
ぐ
る
み
で
生
涯
学
習
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
地
域
の
特

性
や
住
民
の
多
様
な
学
習
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
学
習
機
会
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

一

点
目
は
生
涯
学
習
の
推
進
で

あ
り
ま
す
。

村
民
が
生
涯
に
わ
た
り
自
ら

を
高
め
、
心
を
豊
か
に
し
、
自

己
実
現
で
き
る
よ
う
、
生
涯
学

習
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

生
涯
学
習
バ
ス
の
活
用
促

進
、
村
民
自
ら
が
企
画
運
営
す

る
「
フ
リ
ー
プ
ラ
ン
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
」
の
支
援
、
道
外
に

お
け
る
異
文
化
体
験
を
通
じ
、

広
い
視
野
を
持
つ
子
ど
も
を
育

成
す
る
「
生
涯
学
習
ふ
れ
あ
い

の
旅
研
修
事
業
」の
継
続
実
施
、

さ
ら
に
は
、
様
々
な
学
習
機
会

や
情
報
の
提
供
な
ど
、
生
涯
学

習
活
動
の
振
興
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

家
庭
と
の
連
携

二

点
目
は
家
庭
教
育
の
充
実
で

あ
り
ま
す
。

家
庭
教
育
は
、
子
ど
も
た
ち

に
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
人
を

思
い
や
る
心
な
ど
を
身
に
付
け

さ
せ
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

お
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

村
長
部
局
や
関
係
機
関
と
連
携

の
う
え
家
庭
教
育
講
演
会
な

ど
、
学
習
機
会
の
提
供
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

「
な
ん
で
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
ク
ラ
ブ
」の
さ
ら
な

る
充
実

三

点
目
は
青
少
年
な
ど
の
教
育

推
進
で
あ
り
ま
す
。

青
少
年
な
ど
の
教
育
推
進

は
、
社
会
全
体
で
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
将
来
を
担
う
広

域
的
な
視
点
に
立
っ
た
青
少
年

活
動
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る

体
験
活
動
推
進
事
業
に
つ
い
て

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

少
年
教
室
の
「
な
ん
で
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
」
は
、
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
を
図
る
う

え
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
活
動
を
継
続
し
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
更
な
る
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
教
育
事
業
へ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基
盤
と
し
て
活

動
す
る
、
青
年
団
体
協
議
会
や

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
主
体

的
な
活
動
に
対
す
る
支
援
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
民
館
活
動
の
推
進

四

点
目
は
公
民
館
活
動
の
推
進

で
あ
り
ま
す
。
公
民
館
活
動

は
、
健
康
の
増
進
、
教
養
・
生

活
文
化
の
向
上
な
ど
村
民
の
身

近
な
学
び
を
支
え
る
も
の
で
あ

り
、
芸
術
鑑
賞
会
、
芸
術
文
化

講
座
な
ど
の
学
習
機
会
の
提
供

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
公
民
館
ま
つ
り
の
更

な
る
充
実
と
公
民
館
サ
ー
ク
ル

活
動
を
推
奨
す
る
と
と
も
に
、

本
村
の
文
化
の
普
及
、
振
興
を

目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
文

化
団
体
連
絡
協
議
会
へ
の
支
援

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る

環
境
づ
く
り

△ 生涯学習ふれあいの旅で、

姫路城を訪れた小学生。

△公民館まつりで展示された「赤い

靴の会」作成の絵手紙。
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五

点
目
は
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
で

あ
り
ま
す
。

体
力
の
向
上
と
健
康
の
増
進

を
図
り
、
明
る
く
豊
か
で
活
力

の
あ
る
社
会
を
形
成
す
る
う
え

で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
は
欠
か

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
村
民

誰
も
が
身
近
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
め
る
よ
う
、
学
校
体
育
館
、

武
道
館
及
び
公
民
館
の
開
放
や

健
康
運
動
教
室
、
水
泳
教
室
な

ど
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
継

続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
冬
の

体
力
向
上
を
図
る
た
め
の
歩
く

ス
キ
ー
教
室
の
実
施
、
ス
キ
ー

シ
ー
ズ
ン
券
購
入
費
の
助
成
な

ど
、
村
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

め
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
村
民
の
各
種
ス
ポ
ー

ツ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
老
朽
化
し
た
村
民
水
泳
プ

ー
ル
、
及
び
村
民
総
合
運
動
場

の
設
備
の
改
修
を
計
画
的
に
進

め
、
住
民
の
利
用
促
進
を
図
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
体
育
協
会
と
ス
ポ

ー
ツ
推
進
委
員
と
の
連
携
を
密

に
し
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど

の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
活
動
を

奨
励
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

図
書
の
充
実
と
子
ど
も

読
書
活
動
の
推
進

六

点
目
は
読
書
活
動
の
推
進
で

あ
り
ま
す
。

読
書
活
動
は
、
表
現
力
を
高

め
、
創
造
力
を
豊
か
に
し
、
人

を
思
い
や
る
気
持
ち
や
社
会
性

を
育
む
た
め
に
大
切
な
も
の
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
道
徳
の
習

得
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
が
育
ま
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
公
民
館
図
書
の

充
実
を
図
り
、
新
書
な
ど
の
情

報
提
供
を
機
関
紙
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
迅
速
に
掲
載
し
利
用
促

進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、「
留
寿
都
村
子
ど
も
の

読
書
活
動
推
進
計
画
」
に
基
づ

き
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
や
地
域
社
会
・
学
校

と
の
連
携
に
よ
る
移
動
図
書
を

行
う
ほ
か
、
親
か
ら
子
ど
も
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
関
係
部
署

と
連
携
の
も
と
、
引
き
続
き
実

施
し
、
本
を
読
む
こ
と
の
楽
し

さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
読

書
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
と
と
も
に

七

点
目
は
学
校
支
援
地
域
本
部

事
業
の
推
進
で
あ
り
ま
す
。

平
成

年
度
に
文
部
科
学
大

25

臣
表
彰
を
受
け
た
学
校
支
援
地

域
本
部
事
業
は
、
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
学
校
が
連
携
し
て
各

種
支
援
活
動
を
行
い
、
地
域
で

児
童
・
生
徒
を
育
て
る
と
い
う

体
制
づ
く
り
が
確
立
さ
れ
て
き

て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
多
種
多
様
な
学
習

機
会
を
設
け
、
効
果
的
な
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

以

上
、
平
成

年
度
の
教
育
行

26

政
執
行
方
針
に
つ
い
て
、
そ

の
基
本
方
針
を
申
し
上
げ
ま
し

た
が
、
教
育
は
留
寿
都
村
の
将

来
に
係
わ
る
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
本
村

の
教
育
目
標
に
向
か
い
最
善
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

村
議
会
議
員
各
位
並
び
に
村

民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
、
平
成

年
度
の
教
育
行

26

政
執
行
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

△左

歩くスキー教室で指導

を受ける参加者。

△右

小学校の放課後の時間

に行われているボラン

ティアによる絵本の読

み聞かせの様子。

△左

学校支援地域本部事業

でボランティアと一緒

に小学生が豆腐作り。

甘くて美味しいと好評

でした。

△右

学校支援地域本部事業

で地元商店などををボ

ランティアと一緒に探

検する小学生。
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今月のテーマ

保健師
西田 優香

今月の執筆者

平成26年度の各種検診
等が始まります

平
成

年
度
の
成
人
の
健
康
診
査
・
が

26

ん
検
診
等
の
日
程
を
下
記
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各
種
検
診
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
地

区
回
覧
文
書
等
に
よ
り
周
知
し
ま
す
。
回

覧
に
よ
る
受
診
の
取
り
ま
と
め
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
電
話
等
で
直
接
役
場

保
健
医
療
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
乳
幼
児
の
健
康
診
査
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
対
象
と
な
る
家
庭
に
乳
幼
児

カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
そ
ち

ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

か
ら
だ
の
健
康
状
態
は
、
食
生
活
や
運

動
習
慣
な
ど
の
生
活
習
慣
、
加
齢
、
ス
ト

レ
ス
等
、
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
常
に
変

化
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
若
い
か
ら
大
丈
夫
、
症
状
が
な
い

か
ら
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
る
方
も
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
日
本
の
死
因
の
約
６
割
を
が
ん

と
生
活
習
慣
病
が
占
め
て
い
ま
す
。
生
活

習
慣
病
の
中
で
も
特
に
、
脳
血
管
疾
患
や

心
疾
患
は
、
が
ん
と
並
ん
で
日
本
の
死
因

の
三
大
要
因
と
言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

脳
血
管
疾
患
や
心
疾
患
を
引
き
起
こ
す

き
っ
か
け
と
な
る
動
脈
硬
化
等
の
血
管
に

関
す
る
疾
患
は
、
生
涯
に
わ
た
り
健
康
状

態
に
関
わ
っ
て
き
ま
す
が
、
初
期
段
階
で

は
症
状
が
出
な
い
こ
と
が
多
く
、
気
付
い

た
時
に
は
か
な
り
病
状
の
進
ん
だ
状
態
に

あ
る
こ
と
も
稀
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
年
に
１
度
健
康
診
査
を
受
診
す
る
こ

と
で
自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
し
、
疾
患

の
予
防
や
早
期
発
見
に
役
立
て
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

平成26年度成人の各種健康診査・検診事業

内 容場 所日 程対象者事業名

基本健康診査
エキノコックス症検査（血液）

公民館

５月15日（木）

５月16日（金）

12月４日（木）

12月５日（金）

・39歳以下の方
・40～74歳までの国民健康保
険加入者

・75歳以上の方
※40～74歳までで、留寿都村
国民健康保険加入者以外の
方が特定健康診査を受ける
場合『受診券』が必要にな
ります。

特定健康診査

胃部バリウムⅩ線検査30歳以上の方胃がん検診

胸部Ⅹ線検査年齢制限なし肺がん検診

便潜血検査40歳以上の方大腸がん検診

血液検査40歳以上の男性前立腺がん検診

問診、視触診、
Ｘ線（マンモグラフィ）検査

公民館４月８日（火）

40歳以上の女性乳がん検診

問診、細胞診、
超音波検査（対象者・希望者のみ）

20歳以上の女性子宮がん検診

基本健康診査
胃がん検診（胃部バリウムⅩ線検査）
肺がん検診（胸部Ⅹ線検査）
大腸がん検診（便潜血検査）
前立腺がん検診（血液検査）
エキノコックス症検査（血液）

診療所
秋～冬に

かけて

国民健康保険加入者で年齢が
40歳、45歳
50歳、55歳
60歳、65歳
69歳の方

節目健康診査

※上記事業には自己負担が生じる健診等があります。

※今年度より結核検診を実施しないこととなりましたので、肺の検査につきましては、５月または12月のがん検診をご利用ください。
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留寿都村では、平成26年４月１日から、妊婦健康診査の重要性や必要性、また、少子化対策の一環とし

て、出産にかかる経済的負担の軽減等を図るため、妊婦一般健康診査の超音波検査について公費助成回数

を６回から11回に拡大します。

平成26年３月31日以前に留寿都村で母子健康手帳の交付を受けた方や、他市町村から転入され、留寿都

村の受診票との交換手続きをされた方には、追加交付のお知らせをしています。

対象となる方でお知らせの届いていない方は、役場保健医療課（電話0136-46-3131）までご連絡ください。

また、追加交付の手続きが済んでいない方は、印鑑をお持ちのうえ、役場保健医療課（窓口④）までお

越しください。

超超音波検査受診票の使用時期の目超音波検査受診票の使用時期の目安安

① １枚目：妊娠８週前後 ⑦ ７枚目：妊娠34週前後

② ２枚目：妊娠12週前後 ⑧ ８枚目：妊娠36週前後

③ ３枚目：妊娠20週前後 ⑨ ９枚目：妊娠37週前後

④ ４枚目：妊娠24週前後 ⑩ 10枚目：妊娠38週前後

⑤ ５枚目：妊娠26週前後 ⑪ 11枚目：妊娠39週前後

⑥ ６枚目：妊娠30週前後
※下線部が拡大した部分です。

ご不明な点等がありましたら、役場保健医療課までお問合わせください。

乳幼児等の医療費助成を中学生まで拡大しました！

留寿都村では、子育て世代の経済的な負担の軽減を図ることにより、安心して子育てをしていただ

くため、少子化対策の一環として、平成26年４月１日から、乳幼児等医療費助成事業の対象を入院・

通院ともに現在の小学生（満12歳に達する日（誕生日の前日）以後の最初の３月31日まで）から中学

生（満15歳に達する日（誕生日の前日）以後の最初の３月31日まで）に拡大しました。

これにより中学生までのお子さんが平成26年４月１日以降に病院等にかかった際の自己負担額（医

療保険適用分のみ）が助成となります。

※入院の際の食事代や医療保険適用外の医療費等については、従来どおり自己負

担となります。

※対象なのに通知の届いていない方（生活保護法による被保護世帯は除く。）は、

役場保健医療課保健医療係（℡0136-46-3131）までご連絡ください。

お問合わせ先 役場保健医療課保健医療係（℡0136-46-3131）
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就職や退職などによる国民健康保険の加入や脱退は、速やかに届出をしてください。

届出期間届出に必要なものこんなとき

健康保険喪失日から14日以内印鑑、職場の健康保険の喪
失証明書

職場の健康保険をやめ
たとき

国 保 の 加 入

健康保険喪失日から14日以内印鑑、職場の健康保険の被
扶養者でなくなった証明書
又は、新しく加入した健康
保険証

職場の健康保険の被扶
養者でなくなったとき

健康保険喪失日から14日以内印鑑、任意継続被保険者資
格喪失通知書

任意継続被保険者の資
格を喪失したとき

転入日から14日以内印鑑、他の市区町村の転出
証明書

転入してきたとき

職場の健康保険取得日から原則
として14日以内
※新しい保険証が手元に届いて
から届け出していただいても
可能です。

印鑑、国保と職場の健康保
険証

職場の健康保険に入っ
たとき

国 保 の 脱 退 印鑑、国保と職場の健康保
険証

職場の健康保険の被扶
養者になったとき

転出予定日から14日以内印鑑、国保の保険証転出するとき

できるだけ速やかに届け出くだ
さい。

印鑑、国保の保険証住所、氏名、世帯主が
変更になったとき

そ の 他
転出予定日から14日以内印鑑、国保の保険証、在学

証明書又は、学生証等
修学のため、転出する
とき
※修学が終了したとき
も、届出が必要にな
ります。

＊加入の届出が遅れると・・・

煙国保の加入の届出が遅れた場合でも、国保の資格を得た月（職場の健康保険を喪失した月）に遡って

保険税を納めなければなりません。

煙保険証は、届出をした日から有効となり、既に医療機関等にて受診した医療費は基本的に全額自己負

担となりますのでご注意ください。

＊喪失の届出が遅れると・・・

煙脱退の場合は、国保の資格がなくなった後に国保の保険証を使うと、国保が負担した医療費を返還し

ていただくことになりますので、使用しないようにしてください。

お問合せ先 保健医療課保健医療係 緯0136-46-3131
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平成26年４月２日以降に70歳の誕生日を迎える方は、誕生月の翌月（４月１日を除く各月の１日生まれ
の人はその月）から医療費の自己負担額が２割になります。
ただし、平成26年４月１日までに70歳の誕生日を迎えている方については、これまでどおり１割に据え

置かれます。
現役並み所得者の自己負担割合は３割のままで変更ありません。
なお、一定の障害により後期高齢者医療制度の対象となる方は除きます。

ご不明な点等がございましたら、後志広域連合国民健康保険課（緯0136-55-8012）
又は役場保健医療課（緯0136-46-3131）にお問合せください。

後志広域連合国民健康保険課
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留寿都小学校で低学年生を対象に、月に１度
か２度、放課後を利用して絵本の読み聞かせの
お手伝いをしています。読み聞かせは、１回に
つき外国の絵本と日本の昔話の絵本を１冊ずつ
読んでいます。
最初の回に思いつきで、読み聞かせの合間に、

子供達とジャンケン選手権をしたところ、子供
達は、とても気に入ったらしく、それ以来、毎
回ジャンケン選手権の要望があります。真剣に
聞き入りながらすっかり絵本の世界に入り込ん
でしまっている子供達のキラキラ澄んだ綺麗な
瞳がたまらなく魅力的です。

留留留留留留留留留留寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿都都都都都都都都都都小小小小小小小小小小学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校留寿都小学校ででででででででででで
「「「「「「「「「「絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵本本本本本本本本本本のののののののののの読読読読読読読読読読みみみみみみみみみみ聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞かかかかかかかかかかせせせせせせせせせせ「絵本の読み聞かせ」」」」」」」」」」」

地域おこし協力隊員

片山 健司さん
ブログURL
http://www.iju-join.jp/chiikiokoshi/blog/4214/

地域おこし協力隊員

間宮 邦彦さん
留寿都の風景URL
http://www.rusutsu.gr.jp/scene

地域おこし協力隊の活動の中には「自己研修
日」というのが設定されています。将来の定住
に向けて生活基盤を整えたり、起業や就職活動
などに必要な勉強や準備をする日です。２月は
この日を利用して日本赤十字社の救急法救急員
の資格を取得してきました。実は昔から持って
いたのですが、引っ越して来た時にバタバタし
ていて資格更新を忘れてしまいました。
普段からかなり本格的なアウトドアスポーツ

をしており、友人も何人か亡くしています。有
事の際に仲間の命を救うためにも、応急手当な
どを勉強しておいて損はないはず。他にもレス
キュー３のスイフトウォーターレスキュー（急
流でのレスキュー）なども取得しています。い
ずれも毎日トレーニングしているわけではない
ので、実戦で使えるか!? と言われると正直厳
しいものがあります。それでも知識があるのと
ないのではまったく違うのを、東日本大震災の
現場で身をもって体験しております。興味があ
る方はぜひ取得してみてください！

救救救救救救救救救救急急急急急急急急急急法法法法法法法法法法救救救救救救救救救救急急急急急急急急急急員員員員員員員員員員のののののののののの資資資資資資資資資資格格格格格格格格格格取取取取取取取取取取救急法救急員の資格取得得得得得得得得得得得

留寿都では開催され
ていなかったので、
小樽で１日、苫小牧
で２日間の研修を受
けました。

地域おこし協力隊

活動レポート
毎月の活動内容をお知らせします
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●利用料金
１．ふれあい公園パークゴルフ場

※就学前のお子様は無料です。
※シーズン券を希望される方は、４月15日（火）から５月２日（金）までの期間に役場産業課にて手続き願い
ます。（生年月日を証明できるものをご持参ください。）この期間以外でも手続きはできます。

２．アカダモパークゴルフ場
運営協力金（村内者：100円、村外者：200円）のご協力をお願いします。

●利用方法
１．利用する方は、管理棟受付で利用申し込みをしてください。（ふれあい公園）
２．受付で利用券を購入するか、シーズン券を提示してください。（（ふれあい公園）（ふれあい公園）
３．小学生以下の児童生徒が利用する場合は、保護者同伴でお願いいたします。
４．他の利用者等に迷惑をかける恐れがある時はご利用をご遠慮いただく場合があります。

●問合せ先 留寿都村役場産業課商工観光係 電話 ０１３６－４６－３１３１

マナーとルールを守り楽しくプレーしましょう！！

村外者村内者利用者の区分利用の区分
５１０円３００円大 人

１日券
２００円１００円中学生以下

５，１００円３，０００円大 人回数券
（１日券12枚綴） ２，０００円１，０００円中学生以下

１５，３００円
６，０００円大 人

シーズン券
３，０００円７５歳以上
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２月19日に、新町在住の浅野たけよさんが

100歳の誕生日を迎え、デイサービスで、村か

ら祝品の贈呈が行われました。慶祝状の他、

お花や記念品が村長から贈られると、立ち上

がり、笑顔で受け取られました。大正３年に

仙台に生まれた浅野さんは、その後留寿都村

に移り住み、現在まで留寿都村で元気に過ご

されています。

100歳おめでとうございます
３月１日、留寿都高等学校で卒業式が行われ、20名が

卒業を迎えました。学校で育てた花がたくさん飾られた

会場で、校長先生から一人ひとりにお祝いの言葉をかけ

ながら、卒業証書が授与されました。答辞では、学校生

活を振り返り様々な思い出とともに、先生方や親への感

謝の気持ちを述べていました。最後は、在校生も涙と笑

顔で卒業生を送り出していました。

留寿都高等学校卒業式

２月18日、留寿都小学校

の１・２年生が豆腐作りを

行いました。ボランティア

として、「虹の会」と「フレ

ッシュミズ」の皆さん、講

師として笠谷さんと池田さ

んに来ていただき、子どもたちが育てた大豆を使い、各

グループで、４丁分の四角い豆腐とざる豆腐を作りまし

た。熱い鍋などでやけどをしないよう、ボランティアの

方がたくさん付いていたので、子どもたちも色々な工程

をすることができました。

小学校で豆腐作り

ピピピピピピピピピピピッッッッッッッッッッッククククククククククク
アアアアアアアアアアッッッッッッッッッッアップププププププププププ

3月1日 2月21日 2月19日 2月18日

２月21日、留寿都村黒田地区の黒田農場を

解放した、黒田重兵衛氏の親族にあたる方か

ら、静岡県の河津桜を役場に恵贈いただきま

した。早咲きの桜として知られるこの桜は、

静岡県賀茂郡河津町では２月上旬から咲き始

め、約１か月をかけて満開になります。桜は、

留寿都村役場庁舎入口や村内各施設にて飾

り、訪れる方に一足早い春を感じさせてくれ

ました。

河津桜をいただきました
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高齢者生活支援ハウスで、ボランティアや一般の

方を対象に「ボランティアスクール」が行われまし

た。ＮＰＯ法人ＷＡＯニセコ羊蹄再発見の会、事務

局長の小野幸子氏を講師に、留寿都村近隣で行われ

たボランティア活動の事例紹介がありました。札幌

市のボランティアなどが倶知安町に除雪に訪れるツ

アーや、シーニックナイトの取組など、活発な活動

が紹介され、参加者からも質問が出ていました。ま

た、ボランティアは、趣味など自分の得意分野でで

きることを見つけ、自分も楽しみながら続けていく

ことが大切だと話されました。

留寿都小学校卒業式

3月20日 3月14日 3月13日 3月5日

３月14日、留寿都中学校で卒業証書授与式が行わ

れ、14名が卒業しました。厳粛な中にも、温かみの

ある卒業式で、最後の式歌では卒業生の合唱と、全

校合唱が会場にきれいに響きました。卒業生の表情

は少し緊張気味でしたが、これから進む先を見据え

た希望に満ちた表情でもありました。

留寿都中学校卒業式

３月５日、教育委員会主催の歩くスキーツアー

が行われ、10名が参加し、札幌市にある滝野すず

らん丘陵公園「滝野スノーワールド」の歩くスキ

ーコースを堪能してきました。気温はプラスにな

り、暖かく、初級者コースでは、アシリベツの滝

と鱒見の滝の雄大な流れを楽しみ、中級者コース

では自然の中をゆったりと散策してきました。帰

りは温泉で疲れを癒し、冬のスポーツを楽しみま

した。

滝野すずらん丘陵公園
歩くスキーツアー

できることから楽しんで
ボランティアスクール開講３月20日、留寿都小学校で卒業証書授与式が行

われ、13名が卒業しました。会場には、１年生が

描いた卒業生の似顔絵や、廊下には在校生から卒

業生に向けたお祝いの言葉が飾られ、卒業を祝福

する雰囲気に包まれていました。式では、卒業生

１人ひとりがステージで、中学生になったら頑張

りたいことなどを発表しました。
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税
務
課
（
庁
舎
②
番
窓
口
）

家家家家家家家家家家
屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋
のののののののののの
新新新新新新新新新新
築築築築築築築築築築
等等等等等等等等等等
がががががががががが
ああああああああああ
るるるるるるるるるる
場場場場場場場場場場
合合合合合合合合合合
はははははははははは
ごごごごごごごごごご
連連連連連連連連連連
絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡
くくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだ
ささささささささささ
いいいいいいいいいい

家
屋
の
新
築
等
が
あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。。。。。。。。。。。

家
屋
の
新
築
ま
た
は
増
築
が
あ
っ
た
場
合
は
、
役
場
税
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
翌
年
か
ら
の
固
定
資
産
税
を
計

算
す
る
た
め
に
家
屋
の
評
価
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
都
合
の
よ
い
時
間
を
相
談
の

上
、
役
場
税
務
課
職
員
が
伺
い
ま
す
。（
役
場
か
ら
連
絡
、
訪

問
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
、
所
有
権
を
移
転
し
た
場
合
も

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

他
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

応応応応応応応応応応
募募募募募募募募募募
しししししししししし
てててててててててて
みみみみみみみみみみ
まままままままままま
せせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんん
かかかかかかかかかか
？？？？？？？？？？

応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌
会会会会会会会会会会
始始始始始始始始始始
のののののののののの
おおおおおおおおおお
題題題題題題題題題題
がががががががががが
決決決決決決決決決決
まままままままままま
りりりりりりりりりり
まままままままままま
しししししししししし

歌
会
始
の
お
題
が
決
ま
り
ま
し
たたたたたたたたたたた

平
成

年
歌
会
始
の
お
題
及
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領
が
決

27

ま
り
、
宮
内
庁
よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
１
月
の
歌
会

始
の
儀
で
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
前
で
、
一
般
か
ら
詠

進
し
て
選
に
預
か
っ
た
歌
、
選
者
の
歌
、
皇
族
殿
下
の
お
歌
、

皇
后
陛
下
の
御
歌（
み
う
た
）な
ど
が
披
講（
ひ
こ
う
）さ
れ
ま

す
。
皇
太
子
殿
下
を
は
じ
め
皇
族
方
が
列
席
さ
れ
、
文
部
科

学
大
臣
、
日
本
芸
術
院
会
員
、
選
歌
と
し
て
選
ば
れ
た
詠
進

者
な
ど
が
陪
聴
し
ま
す
。

○
お
題

「
本（
ほ
ん
）」

※
「
ぼ
ん
」「
ぽ
ん
」「
も
と
」
な
ど
の
よ
う
に
読
ん
で
も
よ

く
「
本
」
の
文
字
が
読
み
込
ま
れ
て
い
れ
ば
可
。
ま
た
、

本
を
表
す
内
容
で
あ
れ
ば
「
本
」
の
文
字
が
無
い
場
合

も
可
。

○
詠
進
期
間

平
成

年
９
月

日
ま
で
（
消
印
有
効
）

26

30

○
応
募
方
法

役
場
企
画
課
窓
口
に
設
置
し
て
い
ま
す
「
詠

進
要
領
」
や
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.kunaicho.go.jp/event/eis
（

hin.html

）

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

全全全全全全全全全全
国国国国国国国国国国
地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域
安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全
運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動
・・・・・・・・・・
全全全全全全全全全全
国国国国国国国国国国
暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴
力力力力力力力力力力
追追追追追追追追追追
放放放放放放放放放放
運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動

全
国
地
域
安
全
運
動
・
全
国
暴
力
追
放
運
動

モモモモモモモモモモ
デデデデデデデデデデ
ルルルルルルルルルル
ポポポポポポポポポポ
スススススススススス
タタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーー
・・・・・・・・・・
標標標標標標標標標標
語語語語語語語語語語
をををををををををを
募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集
しししししししししし
まままままままままま

モ
デ
ル
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
を
募
集
し
ま
すすすすすすすすすすす

○
課
題

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
共
通

①
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍

②
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

③
振
り
込
め
詐
欺
防
止

④
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
犯
罪
防
止

⑤
暴
力
団
追
放

○
締
切

平
成

年
６
月

日（
金
）

26

13

○
応
募
方
法

・
ポ
ス
タ
ー

Ｂ
３
判
、
Ａ
２
判
相
当
の
横
書
き
。

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
な
ど
の
文
字
は
入
れ
な
い
。

作
品
に
応
募
用
紙
（
役
場
企
画
課
に
設
置
）
を
貼
り
付

け
て
、
送
付
す
る
。

・
標
語

応
募
用
紙
（
役
場
企
画
課
に
設
置
）
に
１
人
１
課
題
に

つ
き
１
点
ま
で
記
入
し
、
送
付
す
る
。

春春春春春春春春春春
のののののののののの
全全全全全全全全全全
国国国国国国国国国国
交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通
安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全
運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動
がががががががががが
実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施
ささささささささささ
れれれれれれれれれれ
まままままままままま

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
すすすすすすすすすすす

４
月
６
日
か
ら

日
は
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
週
間

15

で
す
。
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
や
自
転
車
の
安

全
利
用
、
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
、
飲
酒

運
転
の
根
絶
な
ど
に
重
点
を
置
き
、
実
施
さ
れ
ま
す
。
思
い

や
り
の
あ
る
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

アアアアアアアアアア
イイイイイイイイイイ
アアアアアアアアアア
ンンンンンンンンンン
ママママママママママ
ンンンンンンンンンン
ジジジジジジジジジジ
ャャャャャャャャャャ
パパパパパパパパパパ
ンンンンンンンンンン

ア
イ
ア
ン
マ
ン
ジ
ャ
パ
ン

北北北北北北北北北北
海海海海海海海海海海
道道道道道道道道道道
ボボボボボボボボボボ
ララララララララララ
ンンンンンンンンンン
テテテテテテテテテテ
ィィィィィィィィィィ
アアアアアアアアアア
をををををををををを
募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集
しししししししししし
まままままままままま

北
海
道
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
すすすすすすすすすすす

８
月

日
に
洞
爺
湖
周
辺
及
び
羊
蹄
山
麓
で
開
催
さ
れ

24

る
、
ア
イ
ア
ン
マ
ン
ジ
ャ
パ
ン
北
海
道
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。

○
応
募
資
格

高
校
生
以
上

○
締

切

平
成

年
７
月

日（
金
）

26

11

○
活
動
内
容

・
留
寿
都
村
内
に
お
け
る
バ
イ
ク
コ
ー
ス
の
選
手
誘
導
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

平
成

年
８
月

日（
日
）
７
時
～

時

分

26

24

11

30

・
留
寿
都
村
内
バ
イ
ク
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
給
水

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平
成

年
８
月

日（
日
）
７
時

分
～

時

26

24

30

12

（

名
程
度
）

15

・
上
記
以
外
、
８
月

日
～
８
月

日
の
期
間
で
村
外
で

19

25

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
あ
り
ま
す
。

○
支

給

品

ス
タ
ッ
フ
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
弁
当
（
従
事
す
る
時

間
帯
に
よ
る
）、
飲
み
物
。

日
当
、
交
通
費
は
支
給
し
ま
せ
ん
。

○
応
募
方
法

大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.ironman.com/ja-jp/triathlon/events
/asiapac/ironman/japan.aspx#axzz2uZwUXSR2

）
ま
た

は
、
専
用
応
募
用
紙
（
役
場
企
画
課
に
設
置
）
に
て
応
募

○
問
合
せ

ア
イ
ア
ン
マ
ン
ジ
ャ
パ
ン
北
海
道
実
行
委
員
会

事
務
局

雑

-
-

０
１
４
２

７
３

１
０
８
５

お問い合わせ先

合合合

合合合

４
月

日
（
水
）

30
軽
自
動
車
税

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
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国国国国国国国国国国
税税税税税税税税税税
専専専専専専専専専専
門門門門門門門門門門
官官官官官官官官官官
募募募募募募募募募募

国
税
専
門
官
募
集集集集集集集集集集集

○
受
験
資
格

（
１
）
昭
和

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま

59

れ
の
者

（
２
）
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
大
学
を
卒

業
し
た
な
ど
別
に
定
め
る
者

○
申
込
受
付
期
間

（
１
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

平
成

年
４
月
１
日（
火
）
９
時

26

か
ら
４
月

日（

[

月
）

受
信
有
効]

14

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

（
２
）
郵
送
又
は
持
参

平
成

年
４
月
１
日（
火
）か
ら
４

26

月
２
日（

[

水
）

通
信
日
付
印
有
効]

（
注
）
原
則
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
を
御
利

用
く
だ
さ
い
。

○
第
１
次
試
験
（
基
礎
能
力
試
験
、
専
門
試
験
（
多
肢
選
択

式
及
び
記
述
式
））

６
月
８
日（
日
）

○
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日

７
月
１
日（
火
）

○
第
２
次
試
験
（
人
物
試
験
及
び
身
体
検
査
）

７
月

日
15

（
火
）～
７
月

日（
水
）の
う
ち
指
定
す
る
日

23

○
最
終
合
格
者
発
表
日

８
月

日（
水
）

20

○
問
合
せ

札
幌
税
務
局
人
事
第
２
課
採
用
担
当

雑

-
-

０
１
１

２
３
１

５
０
１
１

内
線
２
３
１
５

消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活相相相相相相相相相相消費生活相談談談談談談談談談談談

電気ケトルによる乳幼児や高齢者のヤケドにご注意下さい
電気ケトルは電気によってお湯をわかす「電気式のやかん」です。少量のお
湯を早く沸かす場合に大変便利ですが、乳幼児や高齢者が電気ケトルを倒して
やけどをする事故が多く起きています。
持ち運びしやすいデザインの電気ケトルはその特性から従来の電気ポットな
どに比べると非常に軽量なため安定性に劣り、倒れやすいものが多くあります。
乳幼児や高齢者のいる家庭ではお湯漏れ防止機能（給湯ロック）が付いている
など、安全性の高いものを使用し、乳幼児の手が届く「低いテーブル」「テーブ
ルの端」などには置かないように注意しましょう。また、コードを引っ掛けて
ケトルを倒さないよう、高い位置のコンセントにつなげるようにする事も事故
防止につながると考えられます。
大変便利な電気ケトルですが、乳幼児や高齢者の事故を防ぐために使用する
際は、使う分だけお湯を沸かし、使用した後は残ったお湯を捨て、電源を切る
といったような工夫をしてはいかがでしょうか。

○問合せ ようてい地域消費生活相談窓口 相談員 池田／電話0136-44-1600

４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月５月のののののののののののののののののののののの
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダ健康カレンダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

子宮がん・乳がん検診
受付／８:30～９:00

12:00～12:30
場所／公民館

４月
８日醸

４種混合予防接種
受付／13:00～13:15
場所／診療所

４月
16日錠

乳児健康診査・歯科健
康診査及びフッ素塗布
受付／13:00～14:30
場所／公民館

４月
17日嘱

ヒブ・小児用肺炎球菌
予防接種
受付／13:00～13:15
場所／診療所

４月
23日錠

いきいき体力アップ教
室（対象者65歳以上）
※事前に担当までご連絡ください。
受付／13:30
場所／公民館

４月
28日譲

ＢＣＧ予防接種
受付／13:00～13:15
場所／診療所

４月
30日錠

特定健康診査及び胃がん
・肺がん・大腸がん検診
受付／５:30～９:30
場所／公民館

５月
15日嘱

16日埴

※予防接種につきましては、ワク
チン確保の都合がありますの
で予約が必要となります。対
象となる方へは個別にスケジ
ュール表を送付していますの
で、そちらをご覧の上、実施を
希望される日の１週間前まで
に診療所までご予約下さい。
（診療所：電話0136－46－3774）
※担当 健診等/保健医療課

いきいき体力アップ教室/地域
包括支援センター

４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののの４月の
救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病救急当番病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院
(土曜日受付時間12:00～17:00、

休日受付時間９:00～17:00)

４月５日穣、６日擾、
12日穣、13日擾、19日穣
20日擾、26日穣、27日擾
29日常

倶知安厚生病院雑0136-22-1141

※夜間（17:00～21:00）は倶知安
厚生病院が対応します。

一般幹部候補生採用試験案内

試験日受付期間受験資格募集種目

５月10日・11日
（11日飛行要員希望者）

２月１日～４月25日
締切日必着

22歳以上26歳未満の者
幹部候補生
（一般）

○問合せ先
・倶知安地域事務所 倶知安町南３条東１丁目 電話 0136-23-3540
・役場担当窓口 留寿都村役場企画課 電話 0136-46-3131

毎週水曜日／13：00～16：00

４月 ９日、16日、23日、30日 ５月 ７日、14日、21日、28日

※相談は事前予約制、30分以内相談料無料です。
※予約受付時間 月～金 10:00～16:00（12:00～13:00を除く）

［住所］岩内町字高台84番地3（佐藤精肉店となり）
［電話］0135-62-8373

しりべし弁護士相談センター（４・５月）
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2月16日～3月15日届出分

人口 1,896（前月比－７）

男性 948（前月比－３）
（内外国人：９人）

女性 948（前月比－４）
（内外国人：18人）

世帯 862（前月比±０）

（平成26年２月末現在）

２月28日 土屋 佳愛ちゃん
か え

保護者/登さん＝真由子さん（三ノ原）

３月10日 佐藤 陽飛さん 鳥谷部 舞さん（北町）

２月27日 桑原 タカさん 満92歳（南三線）
3月は各学校の卒業式に写真を撮らせていた
だきにいきましたが、留寿都高等学校の卒業式
では、卒業生、親、先生、在校生のそれぞれの
思いが感じられて、とても感動的でした。特に
式が終わって会場を出た所で、会場に戻る為に
廊下に待機していた卒業生と、会場から教室に
戻る在校生が顔を合わせると、泣き出してしま
う在校生がたくさん。その後は教室のある2階
の方から泣き声が聞こえたり、卒業式が終わっ
て実感が沸いてきたのでしょうね。４月に入
り、これからは様々な人との出会いの季節。役
場にも新人が３名、消防に１名やってきますの
で、来月号でご紹介します。

生地に長いもを入れることで味はほとんど変わりませんが、食感がふわふわもちもちになります。生地

は少しゆるめの方がもちもち感が増します。焼き過ぎるとふわふわ感が減ってしまいますので、あまり焼

き過ぎないように注意してください。

これから春堀りの長いもがお店に並ぶようになります。留寿都村の特産品でもある長いもで、ぜひお試

しください。

ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふわふわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいもももももももももももももももももももももパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー長いもパンケーキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキ

＊作り方＊材料
①長いもはすりおろしておく。バターは電子レンジで１５秒ほ

ど温めて溶かしておく。

②ボウルに卵を入れ混ぜる。さらに牛乳、すりおろした長いもを

入れ混ぜる。

③②にホットケーキミックスを入れて混ぜ、最後に溶かしたバタ

ーを入れて混ぜる。

④フライパンに油(分量外)を入れ、熱し、中火で焼く。表面がで

こぼこしてきたら、裏返して焼く。※粘りがある生地なので、

一度フライパンに生地を落として、お玉の裏などで丸く形を整

えるときれいな形になります。

⑤バターやはちみつ、果物を添えてどうぞ。

長いも・・・中１/３本（正味70ｇ）

牛乳・・・・150cc

バター・・・15ｇ

卵・・・・・１個

ホットケーキミックス・・・180ｇ
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